
よりよく生きていくために
～令和５年度を振り返り、新しい学年へと進む～

鹿児島市立谷山北中学校

校長 中村 克己

３月１２日（火）本校体育館において、谷山北公民館主査中島様をはじめ、中山
小学校の校長先生、日頃から本校を温かく見守り、ご支援いただいております地
域の皆様のご臨席のもと、谷山北中学校第７７回卒業式が盛大に挙行されまし
た。新型コロナウイルス感染症も５類に移行し、ようやく制限のない卒業式が実施
できました。卒業式では、教職員及び卒業する３年生が「心を込め」、「思いを込
め」、思い出に残る卒業式となるよう全員で心をひとつにし、感動いっぱいの卒
業式となりました。２１８名（命）の卒業生に、幸多かれと祈ます。
さて、本年度最後 本年度最後の「学校だより」は、２月最後の全校集会でお話

しした内容を掲載します。

テーマは「生きる」とは、そのために大切なことは・・・・・・

令和６年度、谷山北中学校では、「かけがえのない尊い命」を守り抜
く教育を実践していきます。
そのために、子どもたちには、全ての教育活動を通して「生きる」た

めの「生かす」教育を実践していきます。
令和５年度も本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、心よ

り感謝いたします。ありがとうございました。
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令和５年度学校便り 第1２号

精気 自主 友愛 「気持ちの通う挨拶が
交わされる学校」

何とために「生きているのか？」
と問われると行き詰まる。

何のために「生かされているか？」

と問われとると見えてくるものがある。
→ もう一人の自分と語ってみてください。

自信は、どのようにして身に付くのか

それは、「自分との約束を守った量」

→自分で決めたことは、やり遂げること、それが自信

未来の自分を救うのは、「今の自分」

→今の取組（頑張り）が、将来の自分に必ずつながる。



◆令和5年度 谷山北中学校における「いじめの実態」◆

令和５年度の本校のいじめの総件数は１６３件で、実人数で１２１人の生徒が嫌な思い

をしていることが分かりました。本校では、いじめの訴えについて、本人からしっかりと

聞き取りを行いながら対応しております。いじめの解消に向けては、学校、保護者、生徒

が一緒になって取り組んでいかなければなりません。何卒、ご理解とご協力をお願いいた

します。

１、２年生を対象に１月16、17 日に実施した

鹿児島学習定着度調査の結果をお知らせします。

鹿児島県の通過率と比較すると１年生、２年生共

に下回る結果となりました。

課題として思考・判断・表現を問う問題の誤答

・無答率が県と比較すると高い傾向にありまし

た。結果は、各教科で分析し、今後の学力向上の

取組については、学校全体で授業改善を中心に取

り組んで参ります。

＜国語＞

○作品や筆者に対する自分の考えや感想を「書

く」時間を多く設定する。模範となる生徒の

作品や入賞作品等を読み、参考にさせる。

○問題文を読み解くための語彙力強化を図る。

＜社会＞

○資料活用や表現する力を強化するために、日頃の授業での発問や小テスト・定期テス

トで出題し、出題傾向や解答法を身に付けさせる。

○年表や地図の活用や日常の予習・復習を習慣づける。

＜数学＞

○データやグラフから傾向を読み取る力を、具体例を通して数多く

解かせる。また、グループ活動等を通して自己表現力を高める。

○図形の定義や代表値等の用語意味をし

っかり理解させる。

＜理科＞

○何のための実験かを見通させ、ま

とめの時間でも目的をおさえる。

また、学び合いや教え合いを通し

て会話の中で言語に触れさせる。

○学力の定着には、家庭学習が必須

である。学習習慣を確立させる。

＜英語＞

○聴いたり読んだりして分かったこ

とをもとに表現する「話す・書く」

ことを授業の中で多く取り入れて

いく。

○Key Sentenceを使った英作文に取

り組ませる。
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月日 曜 行 事 等

8 月 新任式・始業式

第78回入学式 １年生ＰＴＡ

9 火 １年生知能検査

２，３年生ＰＴＡ及び三役会

10 水 標準学力検査（～11日）

11 木 新入生を迎える集い

12 金 学級写真撮影

13 土 土曜授業 身体計測

15 月 全校朝会 部活動紹介

16 火 検尿一次（～17日）

17 水 三者相談（～24日）

18 木 全国学力・学習状況調査


